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一
九
九
四
年
一
月
に
、
創
価
学
会
は
法
華
経
の
梵
語
写

本
な
ど
を
刊
行
す
る
た
め
の
「
出
版
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
た
。
一
九
九
七
年
五
月
に
『
旅
順
博
物
館
所
蔵
梵
文
法

華
経
断
簡
─
写
真
版
及
び
ロ
ー
マ
字
版
』
を
出
版
し
て
以

来
、
二
〇
一
四
年
三
月
の
『
コ
ル
カ
タ
・
ア
ジ
ア
協
会
所

蔵
梵
文
法
華
経
写
本
（N

o. 4079

）
─
ロ
ー
マ
字
版
』
に

至
る
ま
で
、「
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
十
六
点

が
出
版
さ
れ
た
。
一
方
、「
法
華
経
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

展
が
一
九
九
八
年
十
一
月
に
東
京
で
、
二
〇
〇
〇
年
三
、

四
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
、
同
五
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ

れ
た
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所

（
当
時
は
同
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
支
部
）
所
蔵
の
膨
大
な
実
物
写
本
及
び
版
本
を
展
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
と
レ
プ
リ
カ
を
中
心

と
し
た
「
法
華
経

─
平
和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展

が
後
継
展
示
と
し
て
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
四
月
に
は
、
パ
リ
で
、
ロ
シ
ア
東
洋
古
文
書
研
究

所
か
ら
の
実
物
写
本
等
の
出
品
も
得
て
「
仏
教
経
典　

世

界
の
精
神
遺
産

─
写
本
と
図
像
で
知
る
法
華
経
」
展
が

開
催
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
在
の
仏
教
学
者
は
じ
め
多
く
の

来
場
者
が
観
覧
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
写
本
シ
リ
ー
ズ
」「
経
典
展
示
」
と
も
に
、
当
事
者
と

し
て
、
ま
た
側
面
か
ら
の
協
力
者
と
し
て
、
二
十
年
余
に

わ
た
っ
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
各
機
関
・
部
門

の
責
任
者
の
方
の
尽
力
は
も
と
よ
り
、
実
務
を
担
う
数
多

く
の
人
々
の
献
身
的
な
支
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
中
で
も
粘
り
腰
で

各
種
展
示
を
成
功
さ
せ
本
年
七
月
に
退
職
さ
れ
た
東
洋
哲

学
研
究
所
の
大
内
裕
家
氏
、
様
々
な
困
難
を
も
の
と
も
せ

ず
、
協
力
い
た
だ
い
た
東
洋
古
文
書
研
究
所
の
マ
ル
ガ

リ
ー
タ
・
ヴ
ォ
ロ
ビ
ヨ
ヴ
ァ
＝
デ
シ
ャ
ト
フ
ス
カ
ヤ
博

士
、
イ
リ
ー
ナ
・
ポ
ポ
ワ
所
長
等
関
係
者
の
貢
献
を
特
記

し
た
い
。
日
頃
は
一
見
お
っ
と
り
し
た
ロ
シ
ア
の
方
々
で

あ
る
が
、
最
も
困
難
な
時
に
最
大
の
力
を
発
揮
す
る
そ
の

底
力
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
ま
た
、
通
訳
、
翻
訳
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
努
力
も
最
大
に
称
賛
し
た

い
。
最
後
に
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
二
一
年

と
三
冊
の
「
写
本
シ
リ
ー
ズ
」
の
出
版
が
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。

（
み
ず
ふ
ね　

の
り
よ
し
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
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